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E
U
の
玄
関
と
な
る
中
東
欧

　

17
年
11
月
末
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ

ダ
ペ
ス
ト
市
内
に
は
厳
重
な
警
備
が
敷
か

れ
て
い
た
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
り
、
ブ
ダ
側
と
ペ
ス
ト
側
を
つ
な

ぐ
市
内
交
通
の
要
で
も
あ
る
鎖
橋
が
封
鎖

さ
れ
た
他
、
国
会
議
事
堂
前
の
広
場
、
環

状
道
路
な
ど
主
要
な
道
も
封
鎖
さ
れ
た
。

2
日
間
に
わ
た
る
「
中
国
・
中
東
欧
首
脳

会
合
（
16
＋
1
）」
開
催
を
控
え
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

13
年
に
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
初

め
て
発
表
し
た
一
帯
一
路
構
想
は
、
中
国

か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、
中
近
東
を
通
っ
て
欧

州
ま
で
結
ぶ
陸
路
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経

済
ベ
ル
ト
」（
一
帯
）
と
中
国
か
ら
東
南

ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
と

ア
フ
リ
カ
東
岸
を
結
ぶ
海
路
の
「
21
世
紀

海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」（
一
路
）
か
ら
成

る
広
範
な
経
済
圏
構
想
で
あ
る
。
既
に
同

構
想
の
下
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
地

域
な
ど
の
新
興
国
に
お
い
て
、
道
路
や
鉄

道
、
港
湾
、
空
港
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
、

火
力
、
水
力
発
電
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
国

か
ら
の
投
資
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
帯
一
路
構
想
は
世
界
の
新
興
国
に
対

す
る
中
国
の
影
響
力
を
強
め
る
た
め
の
政

治
的
手
段
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国

が
同
構
想
を
進
め
る
動
機
の
一
つ
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
中
国
国

内
の
経
済
成
長
が
陰
り
を
見
せ
る
中
で
生

じ
た
過
剰
生
産
能
力
の
問
題
を
、
イ
ン
フ

ラ
、
製
品
の
両
方
を
国
外
に
さ
ら
に
輸
出

す
る
こ
と
で
解
消
を
目
指
す
、
と
い
う
も

の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
か
ら
見
た
場
合
、
欧
州
は
一
帯
一

路
の
「
一
帯
」
に
当
た
る
陸
路
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
経
済
ベ
ル
ト
の
終
点
で
あ
り
、

E
U
は
中
国
に
と
っ
て
貿
易
総
額
が
最
も

大
き
い
貿
易
相
手
地
域
で
も
あ
る
。
一
帯

一
路
の
経
済
圏
の
中
に
欧
州
も
据
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
国
が
最
大
の
貿
易
相
手

地
域
で
あ
る
E
U
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
よ
り

強
化
し
、
同
地
域
へ
の
輸
出
量
を
増
や
し

た
い
、
と
の
思
惑
が
見
え
る
。
中
国
か
ら

E
U
に
、
具
体
的
に
言
え
ば
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
消
費
国
に
商
品
を
輸
出
す

る
際
の
「
玄
関
」
に
当
た
る
の
が
中
東
欧

一
帯
一
路
、中
東
欧
の
現
状

目
立
っ
た
成
果
な
く
投
資
縮
小
も

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

ア
ソ
シ
エ
イ
ト

山
野
井
　
茜

国際経済

　
中
国
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
に
先
駆
け
て
中
東
欧
諸
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
始
め
、
2
0
1
2

年
に
は
中
東
欧
諸
国
16
カ
国
と
中
国
の
協
力
枠
組
み
で
あ
る
「
16
＋
1
」
を
設
立
し
た
。
中
東
欧
を
足
掛
か
り
に
欧
州
連

合
（
E
U
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
立
し
た
い
中
国
と
、
中
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
た
い
中
東
欧

諸
国
の
利
害
が
一
致
し
、
同
枠
組
み
の
下
で
幾
つ
か
の
大
型
投
資
案
件
が
立
ち
上
が
る
一
方
、
中
国
の
積
極
的
な
支
援
に

対
し
て
は
E
U
も
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
し
か
し
、
当
初
の
中
東
欧
諸
国
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
思
う
ほ
ど
の
成
果
や
経

済
効
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
中
国
も
今
後
は
活
動
規
模
を
縮
小
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
。

や
ま
の
い
・
あ
か
ね　
大
阪
大
院
言

語
文
化
研
究
科
修
了
。在
ハ
ン
ガ
リ

ー
日
本
国
大
使
館
専
門
調
査
員
を
経

て
2
0
1
6
年
10
月
三
菱
U
F
J
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
入
社
、

同
社
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。現
在
は
日
系

企
業
の
海
外
進
出
支
援
を
中
心
と
し

た
業
務
に
従
事
。
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地
域
で
あ
り
、
中
国
は
E
U
へ
の
足
掛
か

り
と
し
て
同
地
域
を
重
要
視
し
て
い
る
。

中
国
の
接
近
を
歓
迎
す
る
中
東
欧

　

中
国
の
中
東
欧
地
域
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
は
一
帯
一
路
構
想
発
表
の
2
年
前
、

11
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
年
、
中
国
と
中

東
欧
諸
国
の
経
済
・
貿
易
分
野
で
の
協
力

を
検
討
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

翌
年
の
12
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
で
2
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、

こ
こ
に
初
め
て
中
国
と
中
東
欧
諸
国
の
首

脳
が
集
ま
り
、
第
1
回
中
国
・
中
東
欧
首

脳
会
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
時
、

中
国
は

イ
ン
フ

ラ
、
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

な
ど
の

分
野
で

の
中
東

欧
諸
国

支
援
の

た
め
に
、

中
東
欧

の
首
脳

に
対
し
て
1
0
0
億
㌦
規
模
の
融
資
枠
を

設
置
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
中
国
と
同
地

域
が
相
互
に
協
力
す
る
た
め
の
枠
組
み
の

発
足
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組

み
に
参
加
し
た
の
は
中
東
欧
の
E
U
加
盟

国
11
カ
国
と
E
U
非
加
盟
の
西
バ
ル
カ
ン

地
域
の
5
カ
国
で
あ
っ
た
（
図
表
1
）。

　

こ
の
中
国
・
中
東
欧
諸
国
協
力
枠
組
み

は
、中
東
欧
諸
国
の
参
加
国
数
（
16
カ
国
）

を
取
っ
て
通
称
「
16
＋
1
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
12
年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
初
会
合

以
来
、
年
に
1
度
「
中
国
・
中
東
欧
（
16

＋
1
）
首
脳
会
合
」
が
開
催
さ
れ
、
中
国

に
よ
る
中
東
欧
地
域
へ
の
イ
ン
フ
ラ
投
資

の
可
能
性
や
金
融
、
経
済
、
文
化
な
ど
の

分
野
で
の
協
力
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し

て
き
た
。
冒
頭
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
て
開
催

さ
れ
た
首
脳
会
合
は
第
6
回
に
当
た
る

（
図
表
2
）。

　

16
＋
1
は
一
帯
一
路
に
先
駆
け
て
設
立

さ
れ
た
協
力
枠
組
み
で
は
あ
る
が
、
現
在

は
欧
州
に
お
け
る
一
帯
一
路
の
実
質
的
な

実
施
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
欧
州
に
お

け
る
一
帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状

況
は
、
中
国
が
16
＋
1
枠
組
み
の
中
で
中

東
欧
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
投
資
、
あ
る

い
は
支
援
を
実
施
し
て
い
る
の
か
見
て
い

く
こ
と
で
確
認
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

　

中
国
は
16
＋
1
に
お
い
て
、
中
東
欧
地

域
と
い
う
欧
州
の
「
玄
関
」
の
イ
ン
フ
ラ

に
投
資
す
る
こ
と
で
、
よ
り
快
適
な
E
U

へ
の
物
流
ア
ク
セ
ス
を
実
現
し
、
加
え
て
、

他
の
一
帯
一
路
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
様

に
中
国
企
業
の
海
外
進
出
機
会
や
中
国
国

内
の
雇
用
を
創
出
す
る
狙
い
が
あ
る
。
一

方
、
決
し
て
豊
か
と
は
言
え
な
い
中
東
欧

諸
国
は
、
単
独
で
の
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
へ
の
資
金
調
達
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
豊
富
な
資
金
力
を
背
景
と
し
た
中
国

か
ら
の
投
資
に
期
待
を
寄
せ
る
。
こ
う
し

て
中
国
と
中
東
欧
諸
国
の
利
害
は
一
致
し
、

現
在
16
＋
1
の
メ
ン
バ
ー
国
内
で
中
国
の

投
資
に
よ
る
大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
案
件
が

立
ち
上
が
り
、
中
国
の
銀
行
か
ら
の
融
資

や
中
国
企
業
の
案
件
へ
の
参
加
が
な
さ
れ

て
い
る
（
図
表
3
）。

　

特
に
、
16
＋
1
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
中

で
も
目
玉
事
業
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
─
ブ
ダ
ペ
ス
ト
間
の
高
速
鉄

道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
13
年
の

16
＋
1
首
脳
会
合
で
基
本
合
意
し
、
翌
年

の
首
脳
会
合
で
正
式
決
定
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

セ
ル
ビ
ア
、
中
国
の
3
カ
国
で
署
名
さ
れ

た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
セ
ル
ビ
ア
の

首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首

都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
間
の
3
5
0
㌔
を
結
ぶ
高

速
鉄
道
を
建
設
す
る
も
の
で
、
総
工
費
は

約
30
億
㌦
に
も
上
る
。
昨
年
北
京
で
開
か

れ
た
一
帯
一
路
国
際
協
力
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
欧
州
を
代
表
す

る
案
件
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
実
現

し
た
と
し
て
も
高
速
鉄
道
の
利
用
旅
客
数

が
あ
ま
り
見
込
め
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る

な
ど
、
案
件
自
体
の
有
用
性
に
不
透
明
な

部
分
も
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
16
年
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
セ
ル
ビ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、

お
よ
び
中
国
の
税
関
手
続
き
の
円
滑
化
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
鉄
道
の
整
備
は
同
区
間
を
利
用

す
る
旅
客
向
け
と
い
う
よ
り
も
、
中
国
の

中
国
遠
洋
運
輸
集
団
（
C
O
S
C
O
）
が

運
営
す
る
ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
レ
ウ
ス
港
か
ら

マ
ケ
ド
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

ま
で
の
鉄
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
中
国

か
ら
E
U
ま
で
の
物
流
網
を
強
化
す
る
意

地域 国数 参加国

EU 11カ国 エストニア、ラトビア、リトアニア、ポーランド、
チェコ、スロバキア、ハンガリー、スロベニア、
クロアチア、ルーマニア、ブルガリア

西バルカン
諸国

5カ国 セルビア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、
モンテネグロ、マケドニア、アルバニア

（出所）筆者作成

〈図表1〉中国･中東欧諸国（16+1）の
枠組みに参加する中東欧諸国

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2012年4月

2013年11月

2014年12月

2015年12月

2016年11月

2017年11月

2018年7月

ポーランド（ワルシャワ）

ルーマニア（ブカレスト）

セルビア（ベオグラード）

中国（蘇州）

ラトビア（リガ）

ハンガリー（ブダペスト）

ブルガリア（ソフィア）

（出所）筆者作成

〈図表2〉これまでの「中国･中東欧
（16＋1）首脳会合」の開催地
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味
合
い
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

警
戒
す
る
E
U

　

16
＋
1
を
通
じ
て
中
国
と
中
東
欧
諸
国

が
接
近
す
る
中
、
E
U
が
警
戒
感
を
示
し

始
め
て
い
る
。
欧
州
に
お
い
て
は
、
一
帯

一
路
の
基
金
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
ア

ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
A
I
I
B
）

が
設
立
さ
れ
た
際
に
、
事
前
の
予
想
に
反

し
て
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
を
は

じ
め
と
す
る
主
要
な
欧
州
諸
国
が
同
機
関

の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、

中
国
と
の
協
力
に
は
積
極
的
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
ド
イ
ツ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
前
外
相
が
公
の

場
で
一
帯
一
路
を
批
判
す
る
な
ど
厳
し
い

目
が
向
け
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

一
帯
一
路
に
お
い
て
、
E
U
が
懸
念
し

て
い
る
の
が
「
自
由
貿
易
」
の
阻
害
で
あ

る
。
現
在
、
中
東
欧
諸
国
で
行
わ
れ
て
い

る
中
国
か
ら
の
投
資
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
は
、
事
業
実
施
者
も
中
国
企

業
と
な
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
た
め
、

E
U
は
そ
の
公
平
性
を
問
題
視
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
─
ブ
ダ
ペ
ス
ト
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
欧
州
委
員
会
が
16

年
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
公
共
調
達
プ
ロ

セ
ス
が
E
U
の
競
争
法
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
妥
当
性
に
つ

い
て
調
査
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
4
月
に
は
、
駐
中
国

E
U
加
盟
国
27
カ
国
の
大
使
が
連
名
で
、

中
国
の
一
帯
一
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
問
題

が
あ
り
、
中
国
企
業
の
利
益
に
く
み
す
る

も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
内
容
の
報
告
書

を
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に

は
E
U
加
盟
国
28
カ
国
中
で
唯
一
ハ
ン
ガ

リ
ー
だ
け
が
署
名
を
拒
否
し
て
い
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
10
年
に
現
与
党
の
フ
ィ

デ
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
連
盟
が
政
権
に

復
帰
し
て
以
降
、
中
国
へ
の
接
近
を
強
め

て
い
る
。
特
に
、
11
年
か
ら
は
主
に
中
国

を
意
識
し
た
「
東
方
開
放
政
策
」
を
掲
げ
、

非
E
U
地
域
へ
の
積
極
的
な
貿
易
推
進
と
、

投
資
の
呼
び
込
み
を
行
っ
て
い
る
。
E
U

の
連
帯
よ
り
も
自
国
の
利
益
を
優
先
す
べ

き
だ
と
い
う
独
自
の
路
線
を
進
む
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
と
っ
て
、「
金
も
口
も
出
す
」

E
U
と
は
対
照
的
な
「
金
は
出
す
が
口
は

出
さ
な
い
」
中
国
か
ら
の
投
資
は
魅
力
的

な
の
で
あ
る
。
中
国
に
よ
る
欧
州
地
域
の

一
帯
一
路
、
16
＋
1
を
通
じ
た
中
東
欧
地

域
へ
の
投
資
は
、
E
U
の
連
帯
を
揺
る
が

す
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

乏
し
い
具
体
的
成
果

　

実
際
に
、
16
＋
1
の
枠
組
み
は
大
き
な

成
果
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
メ

ン
バ
ー
国
の
中
東
欧
諸
国
が
期
待
す
る
よ

う
な
投
資
の
呼
び
込
み
、
大
型
イ
ン
フ
ラ

事
業
は
実
現
で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

16
＋
1
の
目
玉
事
業
で
あ
る
ベ
オ
グ
ラ
ー

ド
─
ブ
ダ
ペ
ス
ト
高
速
鉄
道
建
設
の
E
U

加
盟
国
側
の
実
施
者
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
、
中
国
か
ら
の
投
資
で
高
速
道
路
の
建

設
を
進
め
る
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
を
例
に
、
中

東
欧
に
お
け
る
一
帯
一
路
の
現
状
を
見
て

み
よ
う
。
16
＋
1
で
の
中
東
欧
と
中
国
の

協
力
を
示
す
例
と
し
て
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド

─
ブ
ダ
ペ
ス
ト
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
既
述
の
通
り
13
年
に
ハ
ン
ガ
リ

ー
、
セ
ル
ビ
ア
、
中
国
の
3
カ
国
で
基
本

的
な
合
意
、
そ
し
て
翌
14
年
に
正
式
な
決

定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
17
年
に
行

わ
れ
る
中
国
共
産
党
大
会
に
合
わ
せ
て
同

年
秋
前
ま
で
に
は
完
了
す
る
の
で
は
な
い

か
と
も
い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
16

年
5
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
会
で
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
け
る
中
国
か
ら
の
元
借
款
が

承
認
さ
れ
た
際
に
は
、
18
年
に
完
了
予
定

と
い
わ
れ
る
な
ど
見
通
し
が
少
し
ず
つ
後

ろ
倒
し
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
16

年
秋
に
は
、
既
述
の
通
り
欧
州
委
員
会
か

ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
公
共
調
達
プ
ロ
セ
ス
に

問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
調
査
が

続
け
ら
れ
て
い
る
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。
毎
年

の
16
＋
1
首
脳
会
合
の
場
で
は
、
同
枠
組

み
の
成
果
と
し
て
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
─
ブ
ダ

ペ
ス
ト
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
、
正
式
決
定
か
ら
4
年
た
っ
た
今
も

な
お
工
事
す
ら
開
始
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

16
＋
1
か
ら
は
や
や
離
れ
る
が
、
前
述

の
通
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
現
政
権
は
中
国

か
ら
の
投
資
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
「
東

方
開
放
政
策
」
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

目
立
っ
た
投
資
で
は
17
年
の
中
国
電
動
車

メ
ー
カ
ー
B
Y
D
に
よ
る
工
場
設
立
し

か
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
と
し
て
強
調

で
き
る
そ
れ
以
前
の
中
国
か
ら
の
直
接
投

資
の
成
果
と
し
て
は
、
11
年
の
万
華
化
学

に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
化
学
メ
ー
カ
ー

BorsodChem

買
収
や
、
05
年
に
当
地

に
進
出
し
、
09
年
に
追
加
投
資
を
行
っ
た

華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
事
例
程

度
し
か
な
か
っ
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
─
ブ
ダ

ペ
ス
ト
高
速
鉄
道
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

進
ま
ず
、
加
え
て
中
国
か
ら
の
直
接
投
資

も
あ
ま
り
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
16
＋
1
開
始
当
初
の
期
待
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ほ
ど
中
国
か
ら
の
支
援
と
経
済
効
果
を
享

受
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
実
際
に
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
は
中
国
輸
出
入
銀
行
か

ら
の
融
資
を
得
て
、
バ
ー
ル
と
い
う
港
湾

都
市
か
ら
セ
ル
ビ
ア
に
続
く
高
速
道
路
建

設
を
行
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
高
架
工
事

を
伴
う
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
国
内
で
近
代
化
の
一
歩
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
第

1
区
間
工
事
の
た
め
の
中
国
か

ら
の
融
資
が
債
務
を
増
大
さ
せ
、

政
府
が
増
税
や
財
政
の
引
き
締

め
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
の
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
債
務

は
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の

8
割
に
上
る
見
通
し
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
国
際
通

貨
基
金
（
I
M
F
）
は
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
に
対
し
て
、
融
資
を
受

け
な
が
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

継
続
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
警

告
を
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
工
事
に
従
事
す

る
3
5
0
0
人
近
い
労
働
者
の

3
分
の
2
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
工
事
を
請
け
負
う
中

国
国
有
企
業
、
中
国
路
橋
工
程

の
従
業
員
だ
と
い
う
。
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
で
は
イ
ン
フ
ラ
事
業
に

お
い
て
、
中
国
か
ら
の
融
資
が

ス
リ
ラ
ン
カ
や
ラ
オ
ス
と
同
様

に
財
政
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
上
に
、
国
内
の
雇
用
創
出
す
ら
で
き

な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　

12
年
の
16
＋
1
発
足
か
ら
6
年
、
13
年

の
一
帯
一
路
構
想
発
表
か
ら
5
年
が
た
つ
。

16
＋
1
首
脳
会
合
で
は
、
中
国
と
中
東
欧

諸
国
と
の
協
力
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
毎
年
強
調

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
具
体
的
な

成
果
を
な
か
な
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
る
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
中
東

欧
諸
国
が
16
＋
1
開
始
当
初
に
中
国
に
期

待
し
て
い
た
も
の
は
、
幻
想
に
す
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
が
露
呈
し
始
め
て
い
る
。

　

今
後
、
16
＋
1
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
中
国
と
中
東
欧
諸
国
の
成
果
強
調

と
は
裏
腹
に
、
活
動
規
模
は
縮
小
し
て
い

く
可
能
性
が
高
い
。
前
述
の
通
り
、
E
U

は
一
帯
一
路
の
名
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る

イ
ン
フ
ラ
事
業
が
自
由
貿
易
を
阻
害
し
て

い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
中
国
主
導

の
事
業
に
待
っ
た
を
か
け
て
い
る
。

　

E
U
の
牽け

ん
せ
い制
が
あ
る
限
り
は
、
中
国
が

16
＋
1
に
お
い
て
従
来
の
よ
う
な
中
国
企

業
を
事
業
実
施
企
業
と
す
る
形
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
中
国

の
欧
州
へ
の
直
接
投
資
に
お
い
て
中
東
欧

諸
国
へ
の
直
接
投
資
額
が
全
体
の
10
％
に

も
満
た
な
い
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
英
国
は
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
が
重

視
し
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な

ど
E
U
の
中
で
も
先
進
国
で
あ
り
、
中
東

欧
は
あ
く
ま
で
も
E
U
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

足
掛
か
り
に
す
ぎ
な
い
。
中
国
は
、
今
の

仕
組
み
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
が
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
先
進
国
ほ
ど
重
視
し
て

い
な
い
中
東
欧
に
対
し
て
無
理
に
投
資
を

拡
大
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
近
年
は
、

16
＋
1
で
目
立
っ
た
新
規
の
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
発
表
さ
れ
な
い
の
も
、
中
東
欧

に
対
す
る
中
国
の
投
資
意
欲
の
低
下
を
示

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
16
＋
1
で
は
観

光
や
文
化
交
流
も
枠
組
み
の
柱
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
メ
イ
ン
事
業
と
し

て
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
も
文
化
交
流

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

欧
州
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
昨
年
10
月
に
政
権
交
代

を
果
た
し
た
現
政
権
が
一
帯
一
路
へ
の
協

力
見
直
し
を
発
表
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年

の
5
月
に
政
権
を
奪
還
し
た
マ
レ
ー
シ
ア

の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
中
国
支
援
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
の
見
直
し
を
明
言

し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
中
東
欧
諸

国
に
お
い
て
も
今
後
は
、
政
権
交
代
な
ど

の
可
能
性
が
高
い
国
を
中
心
に
、
計
画
の

見
直
し
を
行
う
国
が
現
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

対象国 プロジェクト名 プロジェクト概算額 状態プロジェクト出資者

セルビア  E-763高速道路建設

アルバニア N/A 未着工アルバニア、マケドニア、ブルガリア
間高速道路建設

ボスニア・ヘルツェゴビナ 中国輸出入銀行

アルバニア政府、
中国輸出入銀行

中国輸出入銀行、
モンテネグロ政府

1,400百万ユーロ 建設中バニャ・ルカ-ムリニステ間高速道
路建設

マケドニア 中国輸出入銀行

中国輸出入銀行

581百万ユーロ 建設中キチェボ-オフリト間、ミラディノフ
チ-シュティプ間高速道路建設

セルビア、ハンガリー 中国輸出入銀行 1,711百万ユーロ 未着工ベオグラード（セルビア）-ブダペス
ト（ハンガリー）間高速鉄道網建設

モンテネグロ 807百万ユーロ 建設中
バール港-Boljare間、
Smokovac-UvačMateševo間高
速道路建設

アルバニア、モンテネグロ N/A 未着工アルバニア政府、モンテネ
グロ政府、中国太平洋建設

イタリア・トリエステ、クロアチア、モ
ンテネグロ、アルバニア、ギリシャ間
高速道路延伸のための海洋建設

ルーマニア、セルビア、
モンテネグロ 1,028百万ユーロ 建設中

中国輸出入銀行 600百万ユーロ 建設中

セルビア ベオグラード・プピン橋建設 中国輸出入銀行 216百万ユーロ 2014年完了

ティミショアラ（ルーマニア）-バー
ル（モンテネグロ）-ベオグラード
（セルビア）間高速回廊建設

（出所）欧州議会リポートを基に筆者作成

〈図表3〉「16＋１」メンバー国と中国とのインフラプロジェクト


